
あ
と
が
き

特
集
は
十
二
月
に
行
わ
れ
た
座
談
会
「
小
学
校
に
お
け
る
教
科
担
任

制
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
学
級
担
任
制
が
中
心
の
小
学
校
に
お
い
て

教
科
担
任
制
の
導
入
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
工
夫
に
よ
り
思
っ
た
以

上
の
成
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
た
話
し
合
い
と
な
り
ま

し
た
。

特
別
企
画
は
、
令
和
五
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
「
加
賀
国
府
も

の
が
た
り
館
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
小
松
市
を
は
じ
め
周
辺
の
学
校

か
ら
も
見
学
に
訪
れ
、
ふ
る
さ
と
学
習
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
育
友
会
の
う
ち
二
校
は
、
十
年
前
に
統
合

さ
れ
た
学
校
で
し
た
。
校
名
は
新
し
く
と
も
子
供
た
ち
が
地
域
に
育
ち

地
域
を
誇
れ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
は
、
変
わ
ら
ず
に
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。楽

し
い
学
習
室
、
学
級
担
任
の
日
誌
で
は
、
教
育
の
新
た
な
視
点
を

求
め
て
研
鑽
す
る
先
生
方
の
姿
が
う
か
が
わ
れ
、
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

子
供
た
ち
の
作
品
か
ら
も
、
素
直
で
一
生
懸
命
な
様
子
が
う
か
が
え

ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（
中
村
）

家
庭
と
学
校
を

結
ぶ
教
育
誌

フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
イ
フ

発

行

令
和
八
年
二
月
二
十
日
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二
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円
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編
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長
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〒
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〇
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一
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金
沢
市
尾
山
町
一
〇
―
五

石
川
県
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会
社
橋
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確
文
堂

２年 １年

「
う
み
だ
ら
け
の
た
ま
ご
」

松
井

橙
利

「ちょうがにじをみてる」
操川 瑚々葉

「うちゅう生命たいせんそう」
長原 魁利

「ちょうちょになってうみへいく」
砂走椛 メアリー

「ユニコーンと夜空」
濱田 愛莉

「うみをとぶうつくしいちょう」
高原 凜音

内灘町立大根布小学校児童作品

（
季
刊
）

１年間 3,000 円（送料込み） ６冊発行

石川県文教会館内
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３年

「夏休みの夕日」
安永 結里子

「北海道・星野リゾートトマム」
水上 結人

「夏の思い出」
竹田 新菜

４年

「
黒
板
に
さ
く
小
さ
な
花
」

北
口

稀
穂

「
ま
ぼ
ろ
し
花
火
」

川
端

月
歩

「今年最初のすごいこと」
淺野 心華



５年

「
森
の
中
の
お
や
し
き
」

中
田

玲
菜

「夢のような花と月」
井上 芽璃

「湖の夜」
清水 麻陽

６年

「思い出のアーチェリー」
中山 嘉栞

「自分のランドセル」
河合 結斗

「初めての委員会」
齋藤 裕門


